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第
蓼
巻
第
壼
號
　
歪
噌
葺
紀
知
醗
行

研

．

交
藝
復
興
期

　
　
　
　
　
　
　
藩

野

面

の
余
風

（
上
）

文
學
博
士
三
浦
周
行

　
直
接
間
接
に
時
代
や
境
遇
の
影
響
を
受
け
鍛
も
の
は
少
か

　
余
輩
が
是
迄
專
門
家
の
琴
に
成
つ
π
嘗
試
吏
を
見
て
篠
…

ら
す
思
ふ
の
は
學
説
や
其
・
系
統
な
ご
の
記
述
に
詳
し
い
代

り
に
、
そ
れ
等
の
學
老
を
生
ん
だ
蒔
代
や
境
遇
の
一
般
に

閑
却
さ
れ
て
居
る
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
本
問
題
に
つ
い

て
も
亦
翠
煙
の
戚
を
懐
く
。
囁
余
輩
思
ふ
に
諸
家
の
學
説
な

る
も
の
は
其
純
理
的
な
る
ε
需
用
的
な
る
ε
を
問
は
す
、

　
　
三
　
巻
　
　
研
　
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

ら
う
。
特
に
儒
學
の
如
き
支
那
傳
來
の
叢
濃
陀
る
哲
理
を

取
扱
ふ
も
の
に
あ
っ
て
は
學
者
各
自
の
見
識
の
外
、
是
等

の
外
的
事
情
に
依
っ
て
其
黒
蓋
を
享
受
し
蓮
評
す
る
傾
向

即
ち
儒
風
を
異
に
す
る
は
極
め
て
有
勝
の
事
で
あ
る
Q
若

し
此
方
面
の
考
察
を
さ
し
措
い
て
、
，
軍
に
學
説
の
み
を
羅

列
し
把
丈
で
は
史
的
研
究
こ
し
て
翼
壁
を
些
む
こ
ご
が
出

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
一
　
（
一
）



　
　
「
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
虚
言
復
興
期
の
儒
風

來
ま
い
。
，
余
輩
が
・
今
本
問
題
を
取
扱
ふ
趣
意
も
畢
覧
從
來

專
門
家
に
依
っ
て
閑
却
さ
れ
た
部
分
を
多
少
な
う
こ
も
開

拓
し
て
見
た
い
か
ら
で
あ
る
。

　
併
し
な
が
ら
余
輩
が
此
小
編
を
綴
る
に
至
つ
π
直
接
の

』勤

@
は
山
人
正
ム
ハ
年
」
T
一
月
十
日
我
山
界
都
帝
國
大
豊
に
　
　
行

幸
あ
ら
せ
ら
れ
π
際
に
、
赤
，
塚
芸
庵
、
朝
山
意
林
庵
両
人

の
進
講
事
蹟
に
關
す
る
史
料
を
陳
列
し
て
御
説
明
申
上
げ

泥
こ
ご
に
あ
る
の
で
、
當
日
は
も
こ
よ
り
短
時
聞
の
爲
め

極
め
て
簡
軍
に
止
め
π
も
の
、
へ
多
少
調
査
し
π
も
の
も

あ
る
か
ら
、
こ
、
に
此
等
を
中
心
こ
し
て
考
謹
し
π
い
。

只
此
両
人
の
學
者
に
署
す
る
記
述
が
精
詳
細
に
亘
る
で
あ

ら
う
が
其
黙
は
曝
者
の
諒
察
を
仰
ぎ
だ
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
畠
室
の
御
野
掛

　
今
更
い
ふ
迄
も
な
く
江
戸
時
代
の
李
和
を
齎
ら
す
ご
共

に
、
す
べ
て
の
學
問
藝
術
が
頓
に
活
氣
を
呈
し
來
つ
π
こ

ビ
は
著
し
い
．
現
象
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
我
國
に
於
け
る
旧

劇
復
興
期
こ
い
ふ
は
早
言
で
な
炉
。
さ
て
斯
る
時
期
を
生

　
　
　
　
　
　
　
　
・
第
一
、
號
　
　
　
．
ご
　
（
二
）

み
出
し
だ
に
つ
い
て
は
そ
れ
み
＼
相
當
の
原
因
が
あ
り
理

由
の
あ
る
こ
ざ
で
は
あ
る
が
、
今
圭
ご
し
て
玉
響
に
つ
い

て
い
ふ
ご
、
是
迄
の
槻
察
で
は
、
此
時
期
の
初
に
現
れ
だ

藤
原
筆
立
が
宋
學
を
提
唱
し
て
近
世
の
文
敷
を
間
煙
し
陀

大
儒
で
あ
っ
て
、
彼
れ
が
土
層
を
醗
し
て
儒
者
こ
な
つ
π

如
く
、
墨
堤
を
以
て
欝
欝
の
話
線
も
、
僧
徒
の
手
か
ら

離
れ
て
儒
者
の
手
に
移
り
、
林
羅
山
を
始
め
多
く
の
俊
傑

が
其
門
か
ら
輩
出
し
て
宋
學
全
盛
の
時
代
を
現
出
し
柁
ご

説
く
。
こ
れ
に
は
固
こ
よ
り
一
面
の
其
理
は
あ
る
け
れ
ご

も
、
如
何
に
し
て
斯
る
大
儒
を
生
む
に
至
っ
π
か
は
時
代

の
考
察
に
竣
辱
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

．
室
町
時
代
の
丈
敷
が
殆
ざ
五
山
の
僑
徒
の
手
に
蹄
し
π

の
は
職
凱
の
屡
起
っ
て
肚
會
一
般
に
學
問
の
振
は
な
か
つ

柁
時
代
に
一
つ
は
幕
府
諸
大
名
の
保
護
ご
一
つ
は
彼
等
の

支
那
に
渡
り
、
然
ら
ざ
る
も
み
つ
か
ら
修
養
に
力
め
π
結

果
に
外
な
ら
ぬ
。
然
る
に
此
時
代
の
中
世
か
ら
肚
會
の
秩

序
彌
が
上
に
も
働
れ
て
因
襲
の
力
が
弱
く
な
り
階
級
制
度

●



を
始
の
あ
ら
ゆ
る
濁
占
的
特
椹
の
次
第
に
撤
去
さ
れ
る
に

從
っ
て
、
文
敷
の
如
き
も
亦
僧
侶
の
手
か
ら
俗
人
に
移
る

の
趨
勢
ε
な
つ
把
。
そ
れ
に
は
彼
等
自
身
の
丈
敷
の
普
及

ζ
評
す
る
努
力
の
効
果
を
も
認
め
ぬ
鐸
に
は
行
か
ぬ
。
特

に
此
頃
か
ら
海
内
統
一
の
曙
光
が
ほ
の
み
え
る
や
う
に
な

っ
て
來
把
ご
共
に
、
文
藝
復
興
の
機
運
も
亦
漸
く
動
き
そ

め
、
公
武
、
士
庶
、
儒
俗
を
麺
じ
て
酒
々
こ
し
て
好
學
の

風
を
な
し
π
の
で
あ
る
。
今
余
輩
は
割
合
に
能
く
知
ら
れ

泥
そ
れ
ら
の
全
班
に
亘
つ
把
記
述
を
避
け
て
先
づ
當
時
の

皐
室
を
中
心
こ
し
把
公
家
側
の
観
察
を
試
み
標
ご
思
ふ
。

　
是
迄
徴
せ
ら
れ
て
居
る
ご
こ
ろ
に
擦
る
ご
、
公
家
側
は

最
も
保
守
的
塞
氣
に
覆
は
れ
て
居
っ
て
、
浅
野
澄
の
儒
湯

飲
盛
宴
的
な
も
の
で
あ
っ
泥
。
彼
等
は
蕾
画
家
が
守

薔
的
の
頭
で
漢
唐
の
古
註
を
墨
守
し
沈
ば
か
り
で
な
く
、

民
間
學
者
の
程
朱
の
赫
註
を
講
ず
る
を
さ
へ
妨
げ
や
う
ご

試
み
π
ご
傳
へ
ら
れ
る
。
そ
は
兎
に
角
、
公
家
側
は
名
臨

め
源
泉
で
あ
っ
て
、
古
論
學
問
に
溢
す
る
制
度
の
設
も
あ

　
　
　
第
三
篠
　
　
研
　
究
　
　
呼
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

り
、
又
こ
れ
に
親
し
む
べ
き
必
要
を
威
じ
、
便
宜
を
有
す

る
こ
ご
は
概
し
て
民
間
以
上
に
あ
っ
π
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
が
文
藝
復
興
期
に
封
ず
る
態
度
の
如
何
は
或
意
味
に

調
て
其
成
敗
を
ト
す
べ
き
一
種
の
バ
”
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ

π
ご
謂
っ
て
よ
か
ら
う
。
余
輩
は
此
着
眼
貼
か
ら
幸
に
從

碁
勢
だ
世
に
出
で
泥
こ
ご
の
な
い
記
録
を
見
る
機
會
を
も

得
沈
か
ら
、
そ
れ
ら
の
史
料
を
も
参
考
し
て
、
少
し
く
此

間
の
消
息
を
窺
ふ
こ
ご
》
す
る
。

丈
藝
復
興
期
は
略
後
楊
成
天
皇
の
御
晩
年
か
ら
後
水
尾
、

明
正
、
後
光
明
、
後
西
嶺
、
蔦
元
の
五
嘲
に
亘
っ
て
居
る

が
、
就
中
後
水
尾
天
皇
は
八
十
五
歳
の
御
高
齢
を
保
π
せ

ら
れ
、
後
の
四
朝
は
皇
子
、
皇
女
の
御
事
こ
て
、
其
御
治

世
の
間
は
何
く
れ
ε
な
く
御
世
話
に
相
成
っ
て
居
る
か
ら

，
恐
れ
乍
ら
公
家
側
の
中
心
人
物
ご
申
上
げ
て
差
支
な
か
ら

う
。
御
父
三
盛
落
成
天
皇
に
も
元
和
三
年
八
月
崩
御
の
際

中
院
廼
村
が
其
日
記
に
御
歳
四
十
七
隔
可
悲
可
惜
　
和
模

御
才
、
爲
四
海
駕
公
私
、
如
火
滅
ご
書
い
て
居
る
通
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
嚇
號
　
　
　
　
、
三
　
（
三
）

　
　
　
　
　
　
㍉



　
　
　
第
三
管
　
　
研
究
　
　
文
藝
復
興
期
の
儒
風

特
の
外
め
御
好
學
で
あ
ら
せ
ら
れ
π
o
慶
長
日
…
件
録
慶
長

十
二
年
十
一
月
十
四
日
の
條
に
、
天
皇
が
當
日
舟
橋
秀
賢

の
除
服
墾
内
を
促
し
給
う
て
、
紅
塵
氣
を
も
厭
は
せ
ら
れ

す
三
皇
五
帝
の
系
譜
に
つ
い
て
長
時
聞
の
御
下
問
が
あ
っ

π
の
で
、
秀
賢
は
吏
記
や
至
当
の
文
を
以
て
奏
上
し
銘
の

・
に
、
天
皇
は
黒
戸
の
御
座
所
に
御
新
調
の
御
書
棚
よ
り
其

御
書
籍
を
御
取
出
し
に
成
っ
て
叡
覧
遊
ぱ
さ
れ
把
ざ
見
ね

る
。
彼
鍋
鎮
字
印
の
慶
長
勅
板
の
如
き
は
徳
川
家
康
の
協

賛
に
待
π
れ
厚
誼
が
多
か
つ
柁
に
も
せ
よ
叡
慮
よ
り
出
で

π
事
も
こ
よ
り
申
す
迄
も
な
く
、
學
問
の
普
及
上
特
筆
大

書
す
べ
き
事
で
あ
る
。
後
水
尾
天
皇
に
庵
亦
父
帝
に
似
給

う
て
御
學
問
に
い
そ
し
ま
せ
ら
れ
、
御
書
物
の
趣
昧
は
殊

の
外
に
深
か
つ
沈
や
に
拝
せ
ら
れ
る
が
、
別
け
て
も
御
譲

位
の
後
は
官
庫
の
御
里
凍
の
折
に
は
、
大
紙
御
幸
が
あ
り

（
時
言
卿
記
寛
永
骨
年
六
月
十
一
臼
、
十
二
日
目
十
三
日
の

條
）
禁
裏
（
明
正
天
皇
）
の
御
書
籍
を
官
庫
に
移
さ
れ
掌
り

仙
洞
の
御
丈
癒
の
官
本
を
旧
庵
に
牧
め
ら
れ
早
り
す
る
度

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
四
　
（
四
）
、

毎
に
親
し
く
御
心
圖
遊
ば
さ
れ
、
御
幸
め
あ
っ
元
事
も
見

ぬ
る
b
（
蒔
庸
導
電
寛
永
二
十
年
ニ
ド
月
十
日
、
十
八
β
、
二

十
日
の
條
）
叉
官
庫
に
締
め
ら
る
べ
き
御
本
の
蒐
集
謄
寓

叩
合
さ
て
は
記
録
の
抜
書
な
ざ
を
も
始
終
御
近
臣
に
御
串

附
に
な
っ
て
居
る
。
寛
・
氷
十
七
ゴ
年
十
月
十
エ
ハ
日
傘
衛
…
門
督
一

李
正
時
庸
に
向
っ
て
御
本
の
皇
朝
類
苑
に
落
丁
が
あ
る
か

ら
取
替
へ
て
進
上
致
せ
ご
の
仰
せ
が
あ
っ
π
か
ら
、
卿
は

墾
陣
し
て
御
取
替
へ
申
上
げ
π
事
が
卿
の
爲
記
に
見
ね
て

其
漢
籍
を
御
愛
重
遊
ば
さ
れ
泥
事
も
窺
は
れ
る
。
二
時
仙

洞
に
予
て
は
和
歌
會
の
外
、
詩
會
、
聯
句
會
を
も
屡
御
催

に
相
成
り
、
聯
句
曾
に
は
五
山
の
長
老
等
も
「
御
召
に
成
っ

π
の
で
あ
る
。
後
光
朋
天
皇
の
御
好
省
も
父
帝
に
享
け
給

ふ
こ
ε
が
少
か
ら
ぬ
か
ご
拝
せ
ら
る
。
承
和
三
年
九
月
天

皇
崩
御
の
後
御
座
所
の
御
書
籍
の
御
始
末
の
事
、
御
遺
物

こ
し
て
御
本
の
御
下
賜
の
事
が
宣
順
卿
記
に
記
さ
れ
て
居

る
の
を
見
て
天
皇
御
好
書
の
御
事
蹟
を
偲
び
奉
る
も
涙
の

種
で
あ
る
。



　
寛
丈
三
年
正
月
、
時
の
法
皇
後
水
尾
院
が
新
に
御
踵
詐

あ
ら
せ
ら
れ
把
露
元
天
皇
の
御
幣
め
に
諸
卿
に
仰
出
さ
れ

た
御
昼
書
は
中
院
通
票
卿
の
登
記
（
同
年
二
月
二
日
の
條
）

に
見
ね
て
當
時
の
帝
王
學
の
綱
領
こ
も
申
上
ぐ
べ
き
も
の

で
あ
る
か
ら
、
其
全
交
を
左
に
早
め
や
う
。

垂
雪
行
跡
襲
実
学
烹
，
御
心
誌
博
論

　
　
灘
い
撫
欄
覗
鯖
一
礼
辮
髄
等
記
事
、
無
油
断
可
被
申
上
事
、

　
一
丁
學
問
御
心
口
入
被
拗
候
知
能
智
計
鮎
篭
燈
要
事
．

　
一
假
初
ニ
モ
御
身
上
御
相
懸
之
御
遊
臨
監
申
行
事
、

　
一
幕
被
聞
召
可
被
移
御
心
無
用
之
劇
談
蝋
鵬
薬
量
懸
蕊
騰
瑠

　
　
覗
徽
蹴
鞍
㍑
藤
姻
輔
被
申
外
間
忌
事
、

　
一
世
問
慰
事
、
於
河
原
珍
敷
偲
偏
放
家
狂
言
等
之
沙
汰

　
　
鉢
開
召
者
、
有
御
覧
度
可
被
思
召
事
、
幕
無
上
間
敷

　
　
事
、

　
一
望
御
前
下
檬
之
野
卑
ナ
ル
事
，
被
申
間
髪
事
、

　
　
　
第
三
懸
　
　
研
　
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

　
一
不
離
善
悪
、
御
前
恩
貸
汰
停
止
之
事
、

　
一
如
何
檬
之
遺
恨
錐
有
之
、
於
宮
中
鳶
口
論
者
、
序
論

　
　
理
非
、
左
右
諸
共
可
嬬
重
罪
事
、

　
て
男
女
之
聞
落
御
法
度
堅
可
被
相
諸
事
、

　
　
　
寛
丈
三
年
正
月
輪
九
日
　
　
　
婁

こ
れ
を
舞
護
す
る
に
、
法
皇
が
如
何
に
天
皇
の
御
學
問
に

つ
い
て
御
町
念
あ
ら
せ
ら
れ
つ
＼
あ
っ
沈
か
を
窺
ひ
回
る
ジ

こ
ご
が
出
來
・
や
う
Q

　
三
一
に
親
し
く
模
範
を
御
示
し
に
啄
る
ご
共
に
臣
下
を

ば
絶
ね
す
御
督
働
に
な
つ
セ
。
元
和
三
年
六
月
二
日
に
天

皇
は
公
卿
の
有
職
、
學
問
、
歌
撹
．
神
樂
、
郵
曲
、
管
粒

能
書
等
の
事
を
仰
出
だ
さ
れ
π
o
こ
れ
は
後
水
尾
天
皇
の

御
在
位
の
事
で
あ
る
が
、
其
後
も
明
正
天
皇
の
寛
永
十
五

年
五
月
に
諸
藩
行
器
右
の
事
を
仰
出
だ
さ
れ
、
後
光
閉
天

皇
の
正
保
元
年
十
月
に
學
藝
九
課
を
定
め
ら
れ
て
公
卿
に

各
其
二
課
を
學
習
せ
し
め
ら
れ
、
又
難
元
天
皇
め
延
寳
四

年
四
月
に
近
臣
を
し
て
帥
書
、
歌
書
、
経
書
、
一
詩
文
書
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
　
（
五
）



　
　
　
第
．
三
巻
　
研
究
，
丈
藝
筏
興
期
の
儒
風

歴
代
書
、
・
外
に
手
跡
、
響
町
、
蹴
鞠
の
諸
藝
中
各
其
志
に

從
っ
て
い
そ
し
ま
せ
ち
れ
π
o
是
等
は
も
こ
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
歴
朝
の
叡
慮
に
出
で
π
で
は
あ
ら
う
け
れ
ご
も
中
に
は

天
皇
御
薦
沖
の
時
な
ご
、
仙
洞
（
後
水
尾
院
）
の
旨
に
依
つ

沈
も
の
も
あ
ら
う
か
ε
存
す
る
Q

　
　
　
　
　
　
皇
室
の
御
盆
風

　
然
ら
ば
當
年
の
皇
室
の
御
墨
書
は
如
何
で
あ
っ
π
か
。

此
問
題
に
向
っ
て
は
從
來
王
者
の
間
に
す
ら
頗
る
誤
っ
把

観
測
が
行
は
れ
て
居
る
か
ご
思
ふ
。
由
來
因
襲
に
重
き
を

髭
か
る
》
皇
室
の
御
事
で
あ
る
か
ら
、
新
詩
の
入
り
難
い

や
う
に
思
ふ
は
一
碧
聞
ぬ
て
居
る
。
前
の
御
上
書
に
も
被

守
古
風
、
可
被
除
棄
今
横
事
ご
仰
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
そ

れ
は
天
皇
の
御
行
跡
の
御
事
で
、
御
亭
問
に
至
っ
て
は
そ

れ
ご
は
正
反
…
樹
に
却
て
新
進
の
學
説
を
も
喜
ば
せ
ら
れ
π

ご
信
ず
べ
き
理
由
が
あ
る
。

。
彼
廉
洛
の
虚
説
に
傾
倒
し
π
玄
恵
法
印
か
ら
新
註
の
逡

講
を
聞
召
さ
れ
だ
の
は
後
醍
醐
天
皇
で
あ
ら
せ
ら
れ
や
ぐ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
　
　
　
ゐ
ハ
、
（
六
）
，

ご
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
其
後
の
朱
子
學
が
濁
り
五
山

の
僑
侶
に
依
っ
て
電
奉
さ
れ
泥
ビ
す
る
は
梢
偏
し
起
見
方

ε
謂
は
ね
ば
な
ら
澱
。
建
内
記
嘉
吉
元
年
四
月
十
五
日
の

條
に
晦
翁
集
三
十
冊
責
細
細
召
文
禁
裏
、
代
償
八
百
匹
、
・

自
長
橋
局
到
來
、
邊
清
大
外
記
許
了
、
被
請
取
遣
局
了
、

後
日
本
人
了
淳
請
取
、
外
史
見
逡
之
、
加
一
見
隔
返
遣
了

ε
見
ね
て
、
當
時
の
皇
室
で
は
朱
子
文
集
を
御
購
入
に
な
■

つ
て
、
官
庫
に
忌
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
時
代
は
稽

下
る
が
、
舟
橋
秀
賢
朝
臣
の
慶
長
日
件
録
慶
長
入
年
正
月

二
十
二
日
の
條
に
、
午
刻
墾
番
、
先
日
老
父
（
國
賢
、
時

に
歳
六
十
）
二
被
見
下
周
易
本
注
三
冊
正
義
並
抄
朱
烹
注

本
纂
注
卜
子
爵
縮
等
軸
上
申
者
也
、
予
本
笠
儀
並
圖
暦
等

倉
借
進
講
ご
あ
る
の
を
見
る
ご
、
朱
子
の
著
書
の
御
物
こ

し
て
官
庫
に
藏
せ
ら
る
、
も
の
は
明
経
の
世
霊
媒
る
舟
橋

　
　
　
　
　
　
　
う
　
ろ

家
の
そ
れ
よ
り
も
よ
り
豊
富
で
あ
ら
せ
ら
れ
，
π
こ
ε
が
知

ら
れ
る
。
爾
ほ
中
院
通
村
日
記
元
和
二
年
二
月
十
五
日
の

條
に
、
　
通
村
が
官
本
の
朱
子
大
全
や
論
語
集
註
を
拝
借



／
「

し
て
論
語
の
研
究
に
資
し
π
こ
ご
が
見
ね
る
。
此
蕩
合
舟

橋
家
及
び
夫
か
ら
舜
れ
セ
伏
養
家
等
こ
て
も
此
大
勢
か
ら

孤
立
す
る
繹
に
は
行
か
な
か
つ
セ
。
彼
嘉
士
口
元
年
朱
子
文

集
の
御
購
入
に
は
舟
橋
家
の
先
代
業
忠
（
出
家
し
て
常
忠

患
い
ふ
）
が
御
世
話
申
上
げ
て
居
π
や
う
で
あ
る
。
文
藝

復
興
期
の
両
家
に
は
舟
橋
秀
賢
、
伏
図
賢
酒
、
同
宣
幸
が

あ
っ
て
、
時
々
御
遙
講
も
申
上
げ
て
居
沈
が
、
秀
賢
の
如

き
も
慶
長
日
七
号
を
通
し
て
見
る
ご
、
篤
學
の
士
で
あ
っ

海
ご
同
時
に
、
又
進
取
の
氣
象
に
富
ん
で
居
陀
こ
ご
が
偲

ば
れ
る
σ
例
へ
ば
其
慶
長
九
年
分
八
月
三
日
の
條
に
、
庭

蔵
一
貫
來
月
立
國
之
円
相
語
素
間
、
書
籍
共
営
目
録
可
遣

之
由
命
約
諾
畢
ご
見
ぬ
、
漢
蒲
を
注
文
し
や
う
こ
し
て
居

る
。
彼
れ
は
其
頃
の
新
智
識
で
あ
っ
沈
五
山
の
檜
…
徒
ご
頻

り
に
往
來
し
て
古
書
の
貸
借
を
し
て
居
然
し
、
．
彼
等
の
爲

め
に
経
書
を
講
じ
だ
こ
ぜ
も
あ
る
○
巨
而
か
も
帝
王
の
師
範

重
る
彼
自
身
も
圓
光
寺
元
信
が
毛
詩
を
講
ず
る
ご
聞
い
て

は
聴
講
の
営
め
に
其
寺
に
通
ひ
、
義
理
少
老
蓮
思
事
有
之

　
　
　
第
三
懸
　
　
硬
　
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

ご
評
し
つ
、
も
怠
ら
す
聴
聞
に
出
懸
け
て
居
る
。
不
熱
心

は
多
こ
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
然
る
に
並
並
は
彼
れ
が
林
溢

春
の
論
語
の
新
註
を
講
ず
る
を
餐
め
把
こ
い
ふ
説
が
行
は

れ
て
居
る
。
此
説
は
も
こ
道
春
の
野
槌
に

　
初
余
論
語
何
曇
集
解
、
皇
侃
疏
を
見
て
、
十
七
八
歳
の
比
よ
り
に
じ
め

　
て
朱
子
集
注
を
よ
み
、
大
全
を
か
ん
が
ぺ
、
三
子
逡
書
、
性
理
大
全
を

　
も
う
か
ド
ひ
で
、
嗣
友
の
れ
め
に
集
注
の
口
あ
ら
く
ミ
き
き
か
ぜ
た

　
り
、
時
ご
十
一
歳
・
也
、
一
二
年
を
へ
て
、
深
表
を
｝
・
て
講
説
す
ろ
事
も

　
あ
り
｝
㌦
臨
時
日
本
に
て
初
め
て
書
を
よ
む
に
は
奏
聞
ぜ
ぬ
は
罪
な
り

　
國
法
あ
り
な
ご
尋
人
も
あ
り
、
そ
れ
を
何
ε
も
心
に
か
け
お
も
は
す
、

　
｛
表
ド
い
よ
く
謹
硬
り
、
か
や
う
の
窃
ミ
も
騰
巌
籔
刻
の
童
子
に
か
れ

　
η
待
ら
ん
☆
め
に
亡
や
、

ご
書
い
て
居
る
の
が
趨
り
で
、
羅
山
先
生
年
譜
や
寛
政
重

器
諸
家
譜
、
先
暫
叢
談
等
の
諸
書
に
そ
れ
を
秀
賢
の
事
ビ

し
て
（
明
良
洪
範
に
は
人
名
を
闘
い
で
居
る
）
家
康
が
之
を

斥
け
だ
こ
の
話
を
も
附
加
し
て
居
る
。
然
る
に
古
來
偏
く

人
口
に
嗜
灸
さ
れ
て
居
る
に
も
拘
ら
す
、
愚
説
の
根
慷
は

頗
る
疑
は
し
い
。
第
一
始
め
て
書
を
講
ず
る
に
勅
許
を
得

る
の
制
で
、
そ
れ
に
反
く
も
の
は
著
せ
ら
れ
る
ε
い
ふ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
　
　
七
　
（
七
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
碑
究
　
　
交
響
復
興
期
の
儒
風

ご
が
臆
面
圏
に
受
取
れ
ぬ
話
で
あ
る
Q
別
け
て
も
明
良
洪

恩
に
本
朝
に
て
は
古
代
よ
う
漢
唐
の
古
注
を
用
み
て
菅
家

江
家
を
初
、
其
他
を
唱
へ
す
、
古
注
の
四
書
は
清
家
単
二

訓
黙
な
り
。
さ
れ
ば
程
朱
の
新
注
を
以
、
論
語
を
講
ず
る

事
、
闘
關
已
凍
書
例
を
聞
か
す
、
其
上
地
下
こ
し
て
重
書

を
繹
す
る
事
、
是
ヌ
法
外
な
う
こ
の
訴
あ
り
し
鷲
い
ふ
に

牽
っ
て
は
事
實
を
謹
ふ
る
こ
ご
特
に
甚
し
い
。
古
典
漢
唐

の
古
註
を
用
ゐ
來
つ
だ
清
原
家
も
大
豊
、
中
庸
の
二
書
は

朱
子
の
新
註
を
採
用
し
て
居
る
◎
・
秀
賢
の
如
き
は
大
に
朱

子
を
奪
豪
し
て
、
毎
年
々
首
に
は
四
聖
ご
共
に
朱
交
公
の

像
を
懸
け
、
供
物
を
し
て
、
鳥
帽
子
溢
服
を
着
け
な
が
ら

豊
前
に
て
経
書
を
母
法
し
禮
拝
を
す
る
事
に
し
て
居
た
Q

慶
蓑
臼
件
鋲
慶
長
九
年
比
況
月
三
日
の
條
に
は
、
彼
れ
が

蝋
康
の
問
に
答
へ
て
新
註
ご
古
註
こ
の
優
劣
を
説
い
元
三

の
趣
味
あ
る
記
事
が
載
っ
て
居
る
。

　
冷
泉
爲
満
朝
臣
山
　
科
月
内
婦
載
頭
令
二
途
、
將
軍
へ
餐
、
新
溢
古
注
義
理
相

　
蓮
之
慮
如
何
有
之
呼
之
由
御
　
尋
也
、
予
敵
R
申
云
、
無
注
義
理
竣
精
緻
、

　
法
曽
淺
、
古
注
其
義
雄
不
耀
、
鋤
爺
得
濫
心
土
深
…
、
膀
軍
船
御
心
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
八
（
入
）

こ
れ
に
擦
る
ご
、
彼
れ
が
新
註
に
輿
み
せ
ぬ
の
は
精
緻
な

る
研
籔
の
除
に
得
た
確
信
に
墓
い
て
居
る
事
で
あ
っ
て
、

決
し
て
因
襲
に
捕
は
れ
元
も
の
で
な
い
○
彼
れ
の
記
す
如

く
ば
家
康
も
其
説
に
服
し
沈
の
で
あ
る
。
且
つ
新
註
を
以

て
論
語
を
講
ず
る
こ
ご
も
決
し
て
撹
春
に
始
っ
元
謬
で
は

な
く
、
地
下
の
纒
書
を
講
ず
る
こ
ご
も
、
彊
春
以
前
に
其

例
が
多
か
つ
沈
。
言
縫
卿
記
天
正
四
年
二
月
十
二
日
の
條

に
ゐ
立
壷
上
風
呂
町
宗
珍
の
選
挙
で
イ
リ
ン
ご
申
す
も
の

が
論
語
の
講
騨
を
し
π
の
を
山
科
言
繊
卿
が
両
三
人
の
同

僚
を
誘
ひ
合
せ
て
難
聞
し
π
記
事
が
見
ね
、
、
老
人
夢
話
に

も
、
江
村
專
齋
の
幼
時
に
、
農
家
の
道
伯
の
論
語
を
講
ず

る
の
を
聴
い
沈
が
、
憎
悪
の
伯
父
宣
首
座
等
も
属
其
講
席

に
列
つ
泥
ご
い
っ
て
居
る
で
は
な
い
か
Q

　
冷
一
つ
解
し
難
い
の
は
羅
山
先
生
年
譜
や
寛
政
重
修
諸

家
譜
な
ざ
に
秀
賢
が
道
春
を
訴
へ
π
ご
し
て
あ
る
慶
長
八

年
か
ら
九
年
に
か
け
て
画
人
の
交
製
し
て
居
る
事
實
が
H
，

件
録
に
見
ね
る
こ
ど
で
あ
ら
う
。
同
書
に
は
慶
長
八
年
恰



も
秀
賢
が
相
護
国
塔
頭
慈
照
院
の
澤
直
面
や
東
雁
等
の
儒

四
五
人
の
登
趨
で
論
語
の
講
騨
を
績
け
て
居
る
折
柄
二
十

九
日
に
林
叉
三
郎
（
道
春
）
画
引
双
舌
長
種
壷
之
ご
あ
る
を

始
め
ご
し
て
、
十
一
月
四
騒
に
は
林
叉
三
郎
書
簡
遣
之
ご

あ
り
、
マ
〈
翌
九
年
正
月
一
日
に
は
林
又
三
郎
禮
二
家
、
搦

五
本
給
血
、
四
月
こ
十
七
β
に
は
墾
番
、
林
叉
三
郎
來
、

菓
子
折
被
磁
心
鱈
之
間
、
．
油
女
御
殿
A
鳥
進
・
上
畢
ご
あ
る
の
を

見
懸
け
る
。
こ
れ
は
抑
々
何
を
語
る
で
あ
ら
う
。
若
し
果

し
て
秀
賢
か
ら
抗
議
を
受
け
元
も
の
こ
す
る
な
ら
ば
、
人

情
こ
し
て
お
互
に
睨
合
の
聞
柄
に
あ
る
べ
き
筈
で
、
斯
檬

に
親
密
に
交
際
す
る
謂
れ
が
な
か
ら
う
O
若
し
叉
撹
春
か

略
秀
賢
の
戚
情
融
和
を
謀
つ
π
も
の
ピ
す
る
な
ら
ば
、
彼

れ
自
身
そ
れ
を
何
共
心
に
か
け
お
も
は
す
ご
言
つ
π
手
前

聯
か
矛
盾
を
免
れ
ぬ
で
は
な
い
か
ゆ
何
れ
に
し
て
も
甚
だ

・
受
取
れ
ぬ
話
・
で
あ
・
る
。
道
春
自
身
野
槌
に
亡
い
セ
や
う
な

　
こ
ε
は
縦
ひ
多
少
の
形
跡
が
あ
っ
π
に
し
て
も
、
そ
れ
は

も
こ
よ
り
濱
分
暴
漢
の
放
言
に
止
っ
た
で
あ
ら
う
○
然
る

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

を
後
に
萢
宏
量
の
入
が
彼
れ
を
揚
び
ん
が
妊
め
に
秀
賢
の

説
に
托
し
π
も
の
で
、
野
槌
に
其
人
の
名
を
著
は
さ
ぬ
の

は
さ
も
あ
る
べ
き
こ
ご
、
思
は
れ
る
Q
清
源
家
の
宿
雪
を

窮
む
る
に
於
て
は
凱
じ
て
秀
賢
の
行
駕
ご
信
ず
る
こ
ε
が

出
來
ぬ
。

　
余
輩
は
先
年
京
都
に
於
け
る
王
台
宗
各
本
山
を
廻
っ
て

其
研
藏
の
変
料
を
採
訪
し
π
が
、
當
時
要
法
寺
か
ら
圖
ら

す
も
黒
髭
の
大
玉
億
な
る
㎜
書
を
得
π
◎
王
道
は
字
を
純

甫
こ
い
ひ
、
明
の
正
徳
の
遜
士
で
、
仕
へ
て
薦
垂
左
侍
郎

に
至
り
其
著
書
は
所
著
義
理
精
當
剖
決
明
當
こ
い
は
れ
て

居
る
。
彼
れ
は
も
こ
王
陽
朋
の
門
人
で
あ
り
な
が
ら
、
，
遽

に
こ
れ
に
離
れ
、
又
、
彼
大
學
繋
馬
在
明
明
徳
、
．
在
里
民
、

在
止
於
至
善
ご
あ
る
親
民
を
、
程
「
十
が
親
管
田
作
新
こ
い
つ

て
・
、
親
を
新
に
改
め
、
朱
子
も
こ
れ
に
從
っ
て
居
元
の
に
、

矢
張
盤
文
に
擦
っ
て
親
愛
之
也
芝
説
い
て
居
る
を
始
め
、

程
朱
の
説
に
も
反
算
し
て
別
に
濁
立
の
一
家
を
な
し
、
明

確
學
案
に
も
載
っ
て
居
る
一
流
の
藍
隈
で
あ
る
が
、
．
勿
論

　
　
　
　
　
　
　
　
第
』
　
號
　
　
　
　
九
　
（
九
）



　
　
　
第
三
巻
　
研
究
轟
覆
興
期
の
儒
風

雨
唐
の
一
説
で
は
な
く
、
矢
張
朱
王
の
影
響
を
受
け
て
薬

司
の
色
彩
を
帯
び
て
居
る
。
　
（
此
邊
高
瀬
狩
野
雨
博
士
に

負
ふ
ご
こ
ろ
が
多
い
、
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
）
此
書
に

は
嘉
靖
戊
戌
（
十
七
年
即
ち
我
天
文
七
年
）
の
著
者
の
自
序

が
あ
り
、
同
甲
辰
（
二
十
三
年
即
ち
我
二
丈
十
三
年
）
此
書

を
測
す
る
に
つ
い
て
門
人
銭
鞭
の
蹟
が
熱
る
。
本
文
は
上

下
ゴ
霧
に
分
れ
、
鐸
疑
一
篇
を
後
に
附
し
て
あ
り
、
最
後

に
家
の
如
き
総
量
が
載
っ
て
居
る
Q

　
　
清
三
品
吾
師
匠
、
藏
塾
於
此
億
、
毎
嘗
以
爲
膏
梁
、

　
　
見
以
爲
野
芝
、
樂
以
下
師
友
、
不
許
詞
人
睨
焉
夷
、

　
　
日
古
今
聖
岳
賢
息
之
辮
、
判
然
備
紅
血
也
、
　
一
日
弟

　
　
子
専
大
學
疑
問
屡
及
章
句
、
故
出
営
書
青
墨
惑
、
且

　
　
告
日
、
晦
翁
者
農
工
也
、
多
學
其
除
也
、
至
善
者
易

　
　
定
積
、
事
理
當
然
者
其
時
也
、
不
可
殿
、
不
可
舞
、

　
　
惟
働
克
已
妊
力
、
開
明
徳
之
眼
、
則
宿
題
於
博
文
之

　
　
間
、
不
住
法
制
心
術
之
末
、
而
可
免
書
厨
木
偶
之
誘
．

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

一
〇
（
一
〇
）

　
　
況
論
叢
詩
句
讃
之
講
哉
、
彼
唯
而
退
、
挑
紅
燈
煩
筆

　
　
管
・
吾
見
其
事
、
聞
蜜
語
、
、
強
以
貸
寓
、
遠
目
家
孫
、

　
　
憶
満
艦
影
黄
金
云
、

　
・
寛
文
辛
丑
秋
八
月
望
弓
長
毒
口
一
隅
旧
記
　
　
タ

寛
丈
辛
丑
は
元
年
で
、
匡
正
隅
は
下
丈
に
説
一
が
濯
ぐ
赤

塚
正
忌
芸
庵
こ
い
ふ
此
時
代
に
於
て
の
隠
れ
π
る
學
者
で

あ
り
、
弓
長
庵
は
一
家
號
で
あ
る
。
文
中
に
清
三
品
で
あ

る
は
彼
れ
の
経
學
の
一
雨
三
位
伏
計
減
忠
卿
で
實
に
舟
橋

秀
賢
朝
臣
の
次
男
で
あ
る
○
こ
れ
に
篠
る
ご
、
少
く
こ
も

清
原
家
の
一
π
る
伏
原
家
で
は
大
域
億
を
愛
癒
し
秘
藏
し

て
俗
に
い
ふ
玉
手
箱
ご
し
て
思
π
ご
見
ね
る
。
賢
忠
は
是

歳
六
十
で
あ
る
か
ら
、
全
く
冷
静
な
る
判
断
力
か
ら
此
書

の
義
理
に
敬
服
し
つ
、
あ
っ
π
も
の
ご
知
ら
れ
る
が
、
そ

れ
が
公
然
新
註
を
採
用
し
て
居
栓
大
腐
で
あ
る
の
は
趣
味

あ
る
こ
ε
で
は
な
か
ら
う
か
。
此
一
事
を
以
て
観
て
も
余

輩
は
清
原
家
の
學
風
が
決
し
て
古
註
に
拘
泥
し
て
膠
柱
の

誰
を
受
く
べ
き
も
の
で
な
か
つ
泥
ご
信
ず
る
o



　
今
一
つ
こ
れ
に
附
加
へ
て
考
ふ
べ
き
こ
ご
は
中
院
通
村

日
記
元
和
二
年
二
月
の
條
に
甫
竹
良
庵
ご
申
し
て
、
も
ε

は
秀
賢
朝
臣
の
門
弟
．
で
あ
っ
π
け
れ
ご
も
、
其
頃
は
新
註

を
講
じ
て
居
だ
も
の
が
、
申
院
家
へ
墾
っ
て
論
語
や
大
學

を
新
註
を
以
て
講
じ
把
記
事
が
見
ね
て
居
る
。
舟
橋
家
で

は
秀
賢
は
慶
長
十
九
年
に
卒
し
て
、
歳
時
は
秀
相
（
是
歳

十
七
）
の
代
で
あ
っ
だ
が
、
良
庵
は
相
愛
ら
す
同
家
へ
出

入
し
て
居
る
こ
ご
が
其
四
月
五
日
の
條
の
記
事
な
．
ざ
で
窺

は
れ
る
。
舟
橋
家
が
其
門
人
の
新
註
を
講
ず
る
を
悪
ん
で

破
門
す
る
や
う
の
事
の
な
か
つ
π
の
は
此
一
事
で
知
ら
れ

る
ざ
共
に
、
盆
同
家
の
學
風
の
守
二
言
髄
で
な
か
つ
元
こ

ご
も
知
ら
れ
、
斯
く
て
こ
そ
進
取
の
御
氣
風
に
富
ま
せ
ら

る
皇
室
の
御
事
ぬ
も
月
曜
度
か
つ
陀
繹
ご
存
す
る
次
第
で

・
あ
る
。

　
さ
れ
ば
皇
室
に
於
か
せ
ら
れ
て
も
強
ち
舟
橋
、
伏
原
雨

家
の
侍
講
に
限
ら
る
、
こ
ご
な
く
、
爾
家
以
外
の
儒
者
を

も
時
々
に
は
御
召
に
な
っ
て
進
講
の
榮
に
浴
さ
せ
ら
れ
た

　
　
　
第
陣
三
管
　
　
概
　
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

事
實
が
あ
る
。
中
に
も
民
間
の
庭
士
の
加
へ
ら
れ
把
の
は
．

恐
多
い
・
幌
窩
は
進
講
こ
そ
し
な
か
つ
沈
け
れ
ざ
も
、
共

和
歌
集
の
末
に
附
録
さ
れ
て
居
る
黒
鼠
の
書
は
後
学
成
天

皇
の
叡
旨
を
奉
じ
て
上
つ
だ
こ
の
説
も
あ
り
、
其
子
爲
景

は
後
水
尾
、
後
光
明
の
凝
議
に
仕
へ
て
居
紀
か
ら
彼
れ
を

通
し
て
幌
窩
の
學
説
を
聞
召
さ
れ
柁
こ
ご
も
あ
ら
う
。
四

書
の
新
註
に
和
訓
を
施
し
だ
南
浦
文
之
れ
も
後
水
尾
天
皇

（
行
状
に
は
慶
長
帝
即
ち
後
編
成
天
皇
に
作
る
）
に
新
註
を

進
講
し
だ
ε
の
説
が
あ
る
が
確
で
な
い
（
漢
心
起
源
）
幌

窩
の
弟
子
で
、
西
京
有
尺
五
重
、
東
武
有
林
羅
山
ご
謳
は

れ
π
松
永
尺
五
昌
三
も
其
行
状
や
家
譜
に
は
後
光
明
天
皇

に
侍
講
し
て
恩
籠
を
蒙
つ
だ
こ
見
ね
る
け
れ
ざ
も
、
先
哲

叢
談
に
は
其
門
人
宇
都
宮
趣
庵
の
書
い
π
本
傳
や
木
下
順

巷
の
嬰
詩
に
斯
る
一
大
美
事
が
洩
れ
て
居
る
黙
を
以
て
疑

っ
て
居
る
。
只
彼
れ
が
寛
永
十
一
年
に
作
つ
泥
大
財
経
の

抜
葦
大
海
一
滴
一
部
を
後
水
尾
天
皇
に
獣
じ
て
叡
野
離
預

b
皇
朝
類
苑
一
部
を
賜
は
つ
π
の
は
事
實
で
あ
ら
う
。
其
．

　
　
　
　
　
　
　
第
噌
號
　

一
一
（
一
一
）



　
　
　
第
三
麿
　
研
究
　
丈
藝
復
興
期
の
旧
風

塗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

他
伊
藤
東
涯
や
北
村
悪
所
の
霊
元
天
皇
に
進
講
し
鷺
こ
い

ふ
こ
ε
も
文
壇
の
轡
型
ご
さ
れ
て
は
居
る
け
れ
ざ
も
、
是

等
の
人
々
の
中
で
、
進
講
事
蹟
の
最
も
正
確
な
る
は
朝
山

意
業
庵
で
め
ら
う
。

　
後
光
明
天
皇
は
殊
の
外
実
弟
を
好
ま
せ
ら
れ
、
諸
卿
の

諌
を
御
斥
け
に
な
っ
て
新
註
を
講
歯
し
め
ら
れ
π
ε
傳
へ

ら
れ
て
居
る
◎
（
之
に
は
多
少
の
誇
張
が
あ
る
ざ
は
い
へ
）

葉
影
窩
が
宋
學
を
我
國
に
亀
開
い
π
功
を
御
嘉
賞
に
な
っ
て

幌
窩
文
集
に
御
製
の
序
文
を
賜
は
b
幌
窩
の
人
格
を
御
聡

揚
遊
ぱ
さ
れ
、
叉
黒
鳥
の
子
爲
景
を
基
げ
て
一
旦
絶
家
に

な
つ
π
下
冷
原
家
を
纏
が
せ
ら
れ
π
程
で
あ
る
が
、
意
林

庵
は
佛
門
か
ら
煙
草
に
入
っ
た
人
で
、
學
問
の
系
統
は
朝

鮮
の
學
者
李
署
長
か
ら
受
け
π
朱
子
學
で
あ
る
。
（
余
輩
の

「
後
光
明
天
皇
の
御
好
學
ご
朝
山
意
林
庵
」
に
は
彼
れ
の
長

講
堂
長
老
で
あ
っ
π
ご
の
説
を
疑
っ
て
貴
い
だ
が
、
其
後

時
庸
卿
記
寛
永
五
年
二
月
二
十
二
日
、
の
條
に
於
御
宅
肚
長

講
堂
號
意
林
庵
講
書
脛
ご
の
文
を
見
る
に
及
ん
で
其
事
實
な

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

ご
山
（
＝
一
）

る
を
知
つ
π
か
ら
単
機
曾
に
訂
正
し
て
置
く
）
承
慮
二
年

二
月
二
縫
に
御
召
を
蒙
り
、
小
御
所
に
於
て
拝
謁
を
下
げ

御
休
息
所
に
て
中
庸
を
進
講
し
陀
が
、
其
纏
過
や
翌
日
の

状
況
等
に
つ
い
て
は
進
誇
の
翌
耳
彼
れ
が
熊
本
に
あ
っ
把

弟
齋
助
に
脚
光
榮
を
報
じ
て
家
門
の
慶
を
分
つ
π
手
紙
が

世
に
幽
で
、
始
め
て
明
瞭
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

握
る
ご
、
天
皇
は
粂
ね
て
書
林
庵
の
遙
講
を
聞
召
さ
れ
π

い
叡
慮
が
あ
ら
せ
ら
れ
て
、
其
前
年
か
ら
前
撮
政
二
條
康

滋
を
以
て
御
内
沙
汰
を
傳
へ
さ
せ
ら
れ
だ
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
慶
安
四
年
の
事
獲
後
浪
人
の
取
締
の
巌
重
に
な
つ

沈
認
め
で
も
あ
ら
う
か
、
頗
る
愼
重
の
手
績
を
経
ら
れ
、

諸
卿
へ
の
御
駕
謁
も
あ
っ
だ
。
（
宣
愚
亭
記
）
特
に
父
帝
後

水
尾
法
皇
の
御
同
意
を
も
得
さ
せ
給
う
π
・
、
ホ
は
注
意
す

べ
き
で
あ
ら
う
。
軍
刀
は
康
撹
、
光
季
父
子
が
同
聴
し
て

墾
派
し
把
が
、
伏
原
盤
忠
言
も
彼
是
ご
肝
煎
を
し
た
一
入

で
あ
っ
元
。
是
等
馬
事
は
余
輩
が
去
明
治
四
十
五
年
四
月

登
行
の
史
學
浮
言
第
二
拾
溶
岩
第
四
號
に
載
せ
セ
「
後
光
‘



明
天
皇
の
御
好
學
ご
朝
山
樋
里
庵
」
ε
題
す
る
論
文
起
譲

っ
て
こ
》
に
は
省
略
す
叡
こ
・
ご
＼
す
る
。

　
然
る
に
是
等
の
難
有
い
御
沙
汰
は
一
つ
は
聾
者
の
御
保

護
罵
學
周
げ
御
奨
働
こ
の
盛
意
か
ら
出
で
、
居
る
こ
ご
を

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
O
舟
橋
秀
賢
は
慶
長
二
十
年
後
楊
成
天

皇
に
大
學
論
語
孟
子
を
進
講
し
て
御
戚
の
瀬
野
を
賜
は

り
、
米
二
十
石
を
拝
領
し
π
上
に
次
男
鶴
光
九
に
別
家
御

取
立
の
之
内
事
を
拝
し
沈
。
後
光
明
天
皇
は
朝
山
意
林
庵

の
御
召
に
先
だ
つ
て
勅
使
を
差
遣
さ
れ
、
同
入
に
碧
緑
の

望
な
き
や
を
御
尋
に
相
成
っ
て
、
少
し
も
さ
る
望
の
な
き

冒
を
言
上
七
π
後
、
更
に
怯
橋
法
眼
な
ご
に
は
愚
者
も
な

る
こ
ご
な
れ
ば
ご
て
、
特
に
公
家
の
入
道
に
准
じ
て
溢
般

を
置
け
て
墾
内
さ
せ
ら
れ
π
こ
ε
は
意
林
庵
の
書
斌
に
見

ぬ
る
が
、
省
ほ
朝
山
家
系
圖
に
は
承
…
癒
二
年
六
月
意
林
庵

に
男
子
（
忠
常
）
出
生
の
事
・
を
聞
召
さ
れ
、
五
歳
に
及
ば
》

近
仕
さ
せ
よ
ビ
の
優
渥
な
る
御
内
沙
汰
が
あ
っ
論
罪
に
見

ね
る
Q
民
間
の
一
奇
士
に
向
っ
て
斯
く
も
御
寵
審
あ
ら
せ

　
　
　
第
三
餐
　
　
研
　
究
　
　
丈
藝
復
興
期
ρ
旧
風

ら
れ
元
の
墨
絵
下
冷
泉
家
の
御
再
興
と
共
に
樋
里
御
愛
護

の
厚
き
起
戚
激
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ρ
後
水
尾
天
皇
仁
進
講
し

起
赤
塚
廿
ぢ
庵
の
事
蹟
を
見
る
も
、
亦
嗣
様
で
あ
る
。

　
余
輩
は
先
年
事
實
文
編
（
次
編
六
）
を
閲
し
て
、
次
の
文

を
護
み
、
始
め
て
此
盛
事
を
知
づ
把
。

　
　
　
後
総
髭
帝
麗
翰
三
大
字
蹉
　
　
　
　
　
　
柴
　
野
　
邦
　
彦

　
後
水
尾
天
皇
震
翰
止
董
善
三
大
字
、
賜
肥
前
守
部
厭
正
隅
者
．
正
隅
藤
森

　
嗣
官
兵
部
少
輔
正
成
子
也
．
別
氏
赤
塚
、
號
芸
落
，
受
忍
於
清
三
位
、
賢
思

　
明
暦
凶
年
二
児
九
臼
象
召
進
講
藍
子
於
南
内
、
画
因
購
此
、
使
以
爲
子
孫

　
之
學
種
暴
跡
今
照
、
愚
迷
亦
塚
底
、
癸
丑
秩
、
梅
宮
祠
官
産
後
守
橘
縄
亮

　
響
差
脚
而
或
亡
央
、
模
勤
上
木
心
血
邦
彦
、
謹
案
、
慶
長
元
利
之
蒔
、
r

　
暦
織
初
耳
、
二
度
草
々
、
・
帯
早
知
道
必
由
學
、
草
戸
遺
逸
玉
松
永
昌
三

　
等
、
皆
破
絡
召
樹
、
問
饗
西
之
要
、
時
或
頒
震
奎
以
寵
異
濤
，
是
其
所
以

　
，
機
鳳
反
正
感
光
帝
道
也
、
今
三
三
大
字
、
、
淋
腕
天
漢
、
日
赫
月
潤
隔
・
光

　
耀
墨
筆
、
不
丙
遙
槻
也
、
”
二
三
庶
所
宜
妄
語
自
賛
、
謹
厚
其
五
重
如
庇
、

爾
來
赤
塚
芸
俺
の
事
蹟
を
論
う
π
い
も
の
こ
心
懸
け
て
居

π
が
、
偶
然
に
も
赤
塚
氏
の
遺
族
が
今
禽
ほ
京
都
ζ
住
し

家
に
後
水
尾
天
皇
の
三
大
宇
の
震
翰
を
始
め
奉
り
芸
癒
万

言
の
寸
長
蜷
臼
記
を
も
傳
へ
て
居
る
こ
ご
を
葡
き
、
や
が

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
二
　
　
　
　
ご
二
　
（
ご
二
）



　
　
　
第
三
燈
　
　
研
　
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

て
之
を
見
る
こ
ご
を
得
π
◎
其
後
地
下
家
傳
を
見
て
芸
庵

の
官
歴
を
知
り
、
叉
芸
庵
の
本
家
な
る
藤
森
土
煙
の
魁
掌

藤
森
長
治
氏
を
訪
て
芸
庵
が
後
水
尾
天
皇
の
旨
を
承
っ
て

同
祇
に
納
め
セ
自
筆
の
親
詞
二
通
及
び
從
五
位
下
の
口
宣

案
を
見
、
要
法
寺
で
は
其
手
つ
か
ら
製
し
惣
大
部
億
の
一

書
を
登
罰
し
、
叉
吉
田
肚
の
奮
肚
家
で
あ
っ
た
鈴
鹿
義
鯨

氏
の
藏
せ
ら
る
、
二
尊
が
吉
田
梵
舜
の
本
を
以
て
稜
合
し

π
日
本
書
紀
を
見
、
最
近
に
は
岩
橋
元
柔
氏
か
ら
丸
秘
藏

の
非
藏
人
家
傳
及
び
非
藏
人
界
総
総
次
第
の
爲
を
得
て
略

此
懸
れ
π
る
學
者
の
學
問
経
歴
を
詳
か
に
す
る
こ
ご
が
出

面
沈
。

芸
庵
は
名
は
正
賢
ご
い
っ
て
、
藤
森
の
紳
主
兵
部
少
輔
春

原
正
成
の
男
で
あ
る
が
、
後
年
出
で
、
赤
塚
氏
を
立
て
元
○

寛
永
四
年
二
月
十
一
日
鳶
口
に
十
四
歳
に
し
て
内
の
非
二

人
に
召
出
だ
さ
れ
、
知
行
六
十
石
、
三
人
扶
持
を
賜
は
つ

π
の
は
抑
彼
れ
が
後
水
尾
天
皇
に
御
奉
公
申
上
げ
だ
最
初

で
あ
っ
て
、
同
六
年
十
一
月
八
日
天
皇
御
譲
位
の
蒔
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
四
（
一
四
）

仙
洞
に
施
し
、
慶
安
二
年
七
旦
二
＋
日
上
北
面
を
聴
さ
れ

從
五
位
下
に
叙
し
、
肥
前
守
に
任
ぜ
ら
れ
柁
。
明
暦
四
年

五
月
六
日
上
皇
御
落
飾
の
日
彼
れ
も
御
相
件
を
仰
付
け
ら

れ
て
出
家
を
戦
げ
、
名
を
正
野
ご
改
め
、
芸
庵
ご
聾
し
．

法
衣
を
着
け
て
勤
仕
す
る
こ
ご
、
な
つ
忙
。
延
寳
八
年
八

月
十
九
日
法
皇
崩
御
の
後
男
猫
逸
に
譲
っ
て
致
仕
し
爾
凍

入
十
の
長
壽
を
保
っ
て
元
職
五
年
二
月
八
日
に
卒
し
元
。

斯
く
て
彼
れ
は
前
後
五
十
四
年
の
間
後
水
尾
天
皇
の
御
側

近
く
奉
仕
し
て
御
信
任
を
蒙
つ
陀
の
で
あ
る
が
、
死
後
は

叉
特
に
泉
涌
寺
の
山
上
に
葬
る
事
を
許
さ
れ
π
o
（
室
高
田

氏
も
夫
め
死
後
十
一
日
で
其
後
を
逐
う
て
旧
庵
の
墓
側
に

葬
ら
れ
て
居
る
が
、
子
正
逸
よ
り
は
新
熊
野
の
芳
春
寺
に

葬
ら
れ
把
こ
ご
は
同
氏
の
過
去
帳
に
見
ぬ
る
）
芸
庵
は
寛

永
十
二
年
伏
原
賢
忠
卿
の
門
に
入
っ
て
纒
書
を
學
び
（
家

傳
）
下
冷
泉
爲
景
に
就
い
て
詩
を
學
ん
だ
。
　
（
寸
長
庵
日

記
）
又
深
く
國
交
、
和
歌
を
属
し
、
其
日
記
は
漢
文
の
間

に
な
だ
ら
か
な
國
文
を
交
へ
て
書
か
れ
、
和
歌
俳
譜
を
も



　
挿
ま
れ
て
居
る
O
さ
れ
ば
屡
御
前
詩
歌
會
の
席
に
も
・
召
さ
・

れ
に
が
、
其
の
日
記
に
も
、
宿
直
の
出
御
下
問
に
な
つ
だ

漢
文
の
出
典
を
言
上
し
て
、
早
く
も
解
答
し
つ
る
も
の
か

な
ご
の
画
趣
φ
に
預
か
り
．
叉
元
旦
始
筆
の
詩
を
獄
．
じ
て

・
面
目
を
施
し
淀
こ
ご
な
ざ
が
見
ね
る
。

　
明
暦
四
年
二
月
九
日
芸
庵
は
御
前
に
召
さ
れ
て
始
め
て

孟
子
の
初
篇
を
進
講
し
把
が
、
上
皇
に
は
御
戚
の
留
り
に

大
霜
の
一
句
な
る
止
至
善
の
三
大
字
を
御
染
め
に
な
っ
て

彼
れ
に
賜
は
っ
泥
上
に
、
子
孫
に
丈
學
を
修
行
さ
せ
よ
ご

の
難
有
御
詞
さ
へ
下
さ
れ
た
こ
家
書
に
見
ね
る
。
受
認
三

年
其
子
正
書
の
出
仕
を
聴
さ
れ
把
の
も
其
思
召
に
出
で
た

こ
ご
で
あ
ら
う
ゆ
此
三
大
字
の
震
翰
を
拝
し
て
戚
余
し
た

も
の
は
濁
り
僧
庵
ば
か
り
で
は
な
か
つ
セ
で
あ
ら
う
。
當

時
非
藏
人
に
は
諸
肚
の
祠
官
及
び
其
子
弟
等
も
多
く
召
さ

れ
π
も
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
學
に
い
そ
し
ん
で
名
を
な

し
把
も
の
も
あ
る
。
此
農
繁
を
上
木
し
だ
橋
本
維
亮
も
其

　
一
人
で
あ
っ
て
、
一
流
の
有
職
古
書
家
こ
し
て
間
こ
ぬ
て

　
　
　
第
三
管
　
　
研
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

居
る
。

　
　
　
　
　
　
公
卿
の
學
風
　
　
　
・

　
さ
れ
ば
此
の
時
期
に
於
て
は
朝
臣
も
競
う
て
學
問
に
親

ん
だ
こ
ご
、
前
後
に
多
く
類
を
見
出
さ
沁
程
盛
ん
な
も
の

で
あ
っ
だ
。
彼
等
の
日
記
を
見
る
ビ
、
五
撮
家
を
始
め
朝

臣
の
間
に
は
混
書
の
貸
借
が
頻
り
に
行
は
れ
、
公
家
外
に

て
は
武
家
の
藏
書
家
こ
し
て
知
ら
れ
だ
尾
張
義
直
、
水
月

光
囲
の
爾
卿
こ
も
亦
同
襟
で
み
っ
た
。
二
普
賢
の
如
き
は

そ
れ
ら
の
書
籍
を
寓
す
が
爲
め
に
筆
工
が
幾
入
か
く
日
に

、
依
っ
て
一
．
人
の
事
も
あ
れ
ば
、
七
八
人
か
ら
十
扁
人
に
承

ん
で
居
る
）
連
口
墾
っ
て
居
π
も
の
で
あ
る
。
　
（
二
條
殿

田
記
Y
今
も
薔
公
家
華
族
の
家
本
に
他
家
の
藏
書
印
を
捺

さ
れ
π
の
を
時
々
見
か
け
る
の
は
此
頃
借
用
の
儘
返
さ
す

仕
舞
に
な
つ
π
の
も
あ
る
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
殊
に
注
意
す
べ
き
は
此
時
期
の
公
卿
の
學
問
講
で
あ
る
．
．

こ
れ
は
靱
臣
が
同
好
者
を
誘
ひ
合
っ
て
自
邸
に
師
を
請
じ

漢
籍
の
講
騨
を
聴
く
乙
を
い
つ
沈
も
の
で
、
周
里
な
れ
ば
㍗

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
五
　
（
一
五
）

　
　
　
　
　
　
　
呼
参



タ
謎

　
　
　
第
三
魯
　
　
概
　
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
六
　
（
一
山
ハ
）

易
講
こ
も
い
っ
陀
の
で
あ
な
。
命
圭
ご
し
て
公
卿
の
日
記
　
條
家
で
罫
書
を
講
じ
て
居
る
。
其
他
蒲
田
屋
徳
庵
は
寛
永

に
擦
り
寛
永
頃
の
學
問
講
の
こ
三
を
暴
げ
て
見
る
ご
、
近
　
四
年
飛
鳥
井
家
で
史
記
を
講
じ
、
キ
庵
は
伺
九
年
西
洞
院

衛
家
の
中
庸
寛
永
八
年
）
杜
子
美
へ
同
十
三
年
）
周
易
（
同
　
家
で
老
子
を
講
じ
て
居
る
。

十
七
年
目
聖
職
（
伺
年
）
二
條
家
の
術
書
・
同
七
年
）
一
條
家
・
　
諸
藩
の
面
心
は
尊
家
に
師
を
諮
…
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
，

の
論
語
（
同
十
八
年
）
西
園
寺
家
（
同
四
年
）
徳
大
寺
家
（
同
　
二
部
禰
の
師
家
に
も
就
い
て
學
ば
ん
だ
。
意
林
庵
は
寛
永

十
年
）
孕
松
家
ハ
同
年
）
難
波
家
の
論
語
（
同
九
年
）
徳
大
寺
　
五
年
に
御
盤
肚
で
書
経
を
難
じ
、
同
八
年
六
月
十
四
日
に

家
の
周
壁
（
同
十
九
年
）
羅
松
家
の
孟
子
（
同
四
年
、
⊥
ハ
年
）
　
は
自
邸
で
春
秋
を
講
じ
π
が
、
朝
臣
は
誘
ひ
合
っ
て
聴
講

孫
子
（
同
八
年
）
飛
鳥
井
家
の
更
記
（
同
四
年
）
日
野
家
の
詩
　
に
参
っ
て
居
る
。
又
大
聖
庵
は
寛
永
五
年
三
月
十
八
日
、

輕
（
団
例
十
九
年
）
竺
寸
が
・
の
つ
元
。
虹
ハ
藷
…
待
さ
れ
π
儒
…
者
に
は
・
同
山
ハ
年
十
二
月
三
日
、
同
十
一
年
十
日
μ
七
日
、
十
二
月
ん
↑

民
聞
の
長
者
が
少
く
な
か
つ
だ
が
、
其
中
起
は
後
世
に
は
　
日
（
十
二
年
五
月
十
三
日
に
終
了
し
て
居
る
）
に
周
易
を
講

名
も
事
蹟
も
傳
は
ら
ぬ
入
々
も
交
っ
て
居
る
。
偲
雲
門
に
　
じ
て
居
る
こ
ご
が
見
ね
る
が
、
こ
れ
も
亦
嗣
標
で
、
中
に

は
松
永
昌
三
は
寛
永
十
七
年
大
恩
寺
山
で
中
庸
を
講
じ
て
　
は
公
卿
の
登
起
し
沈
こ
ご
も
あ
る
。

居
り
、
同
四
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
李
松
家
で
孟
子
を
　
．
是
等
の
學
問
講
の
聴
講
者
の
中
に
舟
橋
、
伏
原
の
如
く

講
じ
、
同
八
年
に
は
同
家
で
孫
子
を
講
じ
て
居
り
、
洞
十
　
明
経
の
儒
者
の
加
は
っ
て
居
沈
こ
ご
は
前
に
闘
い
π
秀
賢

年
徳
大
寺
家
で
論
語
を
講
じ
て
居
だ
。
堀
正
意
は
近
衛
家
　
朝
臣
の
事
蹟
ご
併
せ
看
て
最
も
興
味
あ
る
こ
ε
で
、
時
庸

で
寛
永
八
年
に
詩
聖
を
、
同
十
三
年
に
杜
子
等
を
、
同
十
－
附
記
寛
永
七
年
八
月
四
日
の
條
に
於
二
塁
殿
有
伺
書
講
尺

七
年
に
易
を
講
じ
て
居
る
。
朝
山
意
林
庵
も
亦
同
七
年
こ
　
墜
下
庵
講
蓮
始
而
鍵
聞
、
舟
橋
同
遣
ご
見
ね
、
同
八
年
月
正



月
廿
九
日
の
條
に
招
昌
三
、
話
説
予
古
前
、
今
日
毒
茸
、
聴

衆
久
我
、
舟
橋
、
三
原
民
部
、
管
笛
罫
書
添
附
見
ね
る
が
7
獺

き
は
其
】
例
で
あ
る
、
彼
等
の
中
に
は
此
黒
瀬
講
を
終
へ

て
出
仕
し
て
居
る
も
の
も
あ
る
。
同
書
寛
永
五
年
十
二
月

十
日
の
條
に
、
東
園
下
問
講
よ
り
直
に
参
内
ご
あ
る
の
が

そ
れ
で
あ
る
。
然
る
に
乱
書
寛
永
五
年
二
月
二
十
三
日
の

條
に
於
櫛
笥
朋
林
學
問
講
あ
り
、
書
抜
共
献
禁
中
ご
見
ぬ

岡
十
一
月
二
十
五
日
の
條
に
於
四
條
學
問
講
、
書
入
備
叡

覧
、
予
持
蜜
ご
見
ね
て
其
席
の
書
抜
や
書
入
を
天
覧
に
供

し
て
居
る
の
を
見
る
ご
、
後
水
尾
天
皇
の
旨
を
承
け
て
學

問
講
に
出
席
し
π
の
で
は
な
い
か
ご
疑
は
れ
從
っ
て
民
闇

の
選
士
の
聖
鑑
に
入
っ
て
進
講
の
恩
命
に
接
し
だ
の
は
此

樫
路
よ
り
し
π
の
も
あ
ら
う
ご
思
は
れ
、
叉
縦
し
遥
講
の

事
は
な
く
こ
も
、
其
學
説
は
是
等
の
礁
講
者
よ
り
自
然
雲

の
上
に
高
聞
ね
上
げ
陀
こ
ε
も
あ
ら
う
ご
察
せ
ら
る
＼
次

第
で
あ
る
。

上
來
論
讃
し
把
こ
こ
ろ
に
擦
っ
て
余
輩
は
此
時
期
に
於
け

　
　
　
第
三
巻
　
研
究
　
丈
藝
期
興
期
の
儒
風

る
皇
室
を
中
心
こ
し
セ
公
家
側
の
愚
問
に
黙
す
る
進
取
的

意
氣
の
一
般
に
非
常
に
旺
盛
で
あ
っ
π
こ
ご
を
見
、
特
に

明
器
の
儒
の
儒
風
を
見
る
に
つ
け
、
こ
れ
を
時
代
傾
向
ご
．

聯
想
し
て
從
來
の
一
般
的
誤
解
を
根
抵
よ
り
覆
し
得
る
ご

伺
時
に
交
藝
復
興
の
現
蜜
が
決
し
て
偶
然
で
な
か
つ
淀
こ

ご
を
知
り
、
殊
に
皇
室
が
其
中
心
こ
な
ら
れ
否
寧
ろ
其
先
、
、

騙
ご
な
ら
れ
つ
〉
あ
っ
把
事
が
文
藝
復
興
を
し
て
深
き
意

義
あ
ら
し
め
る
所
以
で
あ
る
ご
思
ふ
も
の
も
で
あ
る
。

一
法
僑
法
眼
な
ε
に
は
耳
蝉
も
成
集
に
て
候
へ
は
公
家
入
滋
な

み
に
昇
殿
熱
狂
へ
亡
勅
誰
に
て
公
家
入
澄
に
成
聾
内
申
候
事

一
団
内
ノ
β
御
引
廻
に
て
被
沼
漣
候
ハ
前
一
門
殿
左
大
臣
殿
御

r
同
志
に
は
關
白
殿
も
御
勢
是
一
筆
等
御
同
道
に
て
は
無
之
候
内

二
峰
殿
御
岡
濫
に
て
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
御
肝
煎
衆
ハ
撫
本
宰
相
殿
伏
源
三
位
殿
小
倉
中
悪
殿

一
講
繹
之
時
に
御
葡
ご
ハ
閣
白
麹
友
大
臣
殿
前
接
政
殿
其
末
座

二
我
等
典
次
の
間
に
公
卿
殿
上
人
廿
人
絵
暗
忌
事
可
膚
推
鮭

候
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
山
意
林
庵
婁
釈
の
一
節
）

第
一
號

一
七
　
（
一
七
）


